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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「格差是正」の呪縛から、地域が脱却する

「格差」もまた地域の個性となり、ひいては地域の魅力の源泉
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（出典：国立社会保障・人口問題研究所が発表した「日本の将来推計人口」による）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
座喜み城址
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
開催件数の多い国
	ヨーロッパを中心に　アメリカ、フランス、　ドイツ、イタリア

伸びの大きい国
	韓国、シンガポール
中国の躍進
中国への外資系進出企業の増加
魅力ある観光資源の多さ
宿泊費をはじめとする開催コストの低廉さ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本は都市別では、さらに影が薄い。

観光立国維新基本計画　（07年）で
「国際会議件数を11年までに5割以上増やす」
「アジアにおける最大の開催国をめざす。」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文部科学省によると、全世界で学ぶ留学生総数は２７０万人
アメリカ、イギリス、ドイツ、フランスは多く受け入れている。

日本
８３年　留学生受け入れ１０万人計画
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２００７年　アジアゲートウエイ構想
	留学生受入れ拡大への具体的な目標を設定

世界の留学生市場の急拡大
[２０１５年　５００万人、２０１５年、７００万人規模）
今後、現行の受け入れシェア(５％程度）の確保をめざす。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８０年代、アメリカ経済は低迷にあえぎ、アメリカ国民の間で時刻の衰退への懸念と不安感が広がっていた。が、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８０年代、アメリカ経済は低迷にあえぎ、アメリカ国民の間で時刻の衰退への懸念と不安感が広がっていた。が、
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